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３年以上：４単位３１１

　国際貿易理論の英語論文６本以上を精読する。選ばれている６本の論文は、いずれも国際
貿易理論の各分野における代表的な論文であり、世界中の国際貿易の研究者が理解している
べきものである。理論の論文を読むためには、数式を全て自力で導出し、かつその経済学的
意味を直観的に説明できなければならない。また、分からない概念が出てきた場合、自分で
他の論文や本を調べて解決しなければならない。報告者は事前に割り当てず、参加者の中か
らランダムに指名するので、全ての参加者は常に報告の準備をしておかなければならない。

第１回－第５回：Dornbusch et al. (1977, AER)

第６回－第10回：Jones (1965, JPE)

第11回－第15回：Krugman (1980, AER)

第16回－第20回：Brander and Spencer (1985, JIE)

第21回－第25回：Abe (1992, IER)

第26回－第30回：Acemoglu and Ventura (2002, QJE)

時間が余れば、以下の論文に進む：

・Melitz (2003, EMA)

・Eaton and Kortum (2002, EMA)

　なし。
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　また、演習開始時点までに以下の教科書程度の知識を身につけておくべきである：

　中西訓嗣、広瀬憲三、井川一宏（編）、2003.『国際経済理論』。有斐閣、東京。

国際貿易理論

国際政治経済学科
2012

・経済学の学術論文を読めるようになる。

・経済学を研究するとはどういうことかを理解できる。
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・論文は大学のネットワーク経由で入手すること。

・毎回の準備に相当の時間と努力が必要なことを覚悟すること。

・準備は自分で行い、担当教員に頼らないこと。

・本気で経済学を研究したい学生しか本演習を志望してはならない。

http://www.f.waseda.jp/tnaito
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・報告及び議論のパフォーマンスを総合的に評価する。
・欠席３回以上で不合格。




